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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 231,237 ― 4,666 11.4 5,625 16.1 3,883 18.6
2021年３月期 230,406 △10.2 4,187 △13.8 4,846 △8.5 3,275 △9.9

（注）包括利益 2022年３月期 3,397百万円 （△39.5％） 2021年３月期 5,617百万円 （349.4％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 51.25 ― 5.8 3.7 2.0
2021年３月期 43.03 ― 5.2 3.3 1.8

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 14百万円 2021年３月期 41百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 153,565 68,018 44.3 897.95
2021年３月期 149,248 65,566 43.9 860.58

（参考）自己資本 2022年３月期 67,948百万円 2021年３月期 65,503百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 1,504 △2,001 △2,734 6,657
2021年３月期 6,596 △5,050 △1,543 9,802

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 5.00 5.00 10.00 761 23.2 1.2

2022年３月期 5.00 5.00 10.00 758 19.5 1.1

2023年３月期（予想） 5.00 5.00 10.00 19.4

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 238,000 2.9 4,800 2.9 5,500 △2.2 3,900 0.4 51.47

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に

係る数値については、当該基準等を適用した後の数値となっております。

なお、当該基準等の適用により数値に大きな変更が生じるため、売上高については対前期増減率を記載しておりません。

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 80,000,000株 2021年３月期 80,000,000株
②  期末自己株式数 2022年３月期 4,329,588株 2021年３月期 3,885,133株
③  期中平均株式数 2022年３月期 75,767,625株 2021年３月期 76,115,164株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 221,556 ― 4,433 9.2 5,308 15.0 3,625 21.6
2021年３月期 223,001 △10.7 4,061 △15.7 4,615 △11.6 2,980 △17.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期 47.85 ―
2021年３月期 39.15 ―

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 144,658 63,566 43.9 840.04
2021年３月期 142,057 61,284 43.1 805.16

（参考）自己資本 2022年３月期 63,566百万円 2021年３月期 61,284百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規 － 社  （社名）
除外 － 社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当事業年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る

数値については、当該基準等を適用した後の数値となっております。

なお、当該基準等の適用により数値に大きな変更が生じるため、売上高については対前期増減率を記載しておりません。

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績等の概況」をご
覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

（当期の経営成績）

当連結会計年度におけるわが国経済は、年度前半は新型コロナウイルス感染症の感染拡大による断続的な社会活

動の制限が景気を下押しし、年度後半には行動制限緩和に伴う個人消費や設備投資等の回復を背景に持ち直しの

動きがみられたものの、オミクロン変異株のまん延により景気回復の動きが弱まりました。

世界経済は、欧米を中心とした新型コロナウイルス感染症の感染対策緩和により回復基調が続きましたが、消費

財の需要増加と供給制約に伴う原材料価格の高騰や資源価格上昇による物価上昇が、回復のペースを鈍化させま

した。また、ウクライナ情勢の悪化による資源価格の高騰や金融資本市場の変動等の影響を受け、非資源国を中

心に景気回復の減速が懸念されます。

国内経済は、断続的に実施された経済活動制限の緩和を受けた個人消費や東南アジアからの部品供給の回復傾向

による自動車を中心とした生産の回復がみられましたが、オミクロン変異株の感染が急拡大したことにより、本

格的な景気回復には至りませんでした。また、サプライチェーンの混乱による供給制約や原材料価格の高騰によ

る物価上昇等に加え、ウクライナ情勢の悪化による資源価格等の更なる高騰を受け、交易条件の悪化による企業

収益の下振れや個人消費の回復の遅れが懸念されるなど、不安定な状況となっております。

この間、当社グループの関連する紙・板紙の国内出荷は前期の急激な減少から反動して増加しましたが、紙の需

要は構造的な減少が継続しており、前々期の水準は下回りました。

特にチラシ・新聞用紙・印刷情報用紙に代表されるグラフィック用紙は、印刷用紙の増加により、前期の大幅な

減少からは回復したものの、前々期の水準には届きませんでした。また、紙器・段ボール・包装用紙のパッケー

ジ関連分野は、生活関連資材が堅調に推移し、経済活動制限の緩和により、前期を上回り、国内出荷は前々期の

水準まで回復しました。

このような状況下、国内製紙各社は、国内既存事業の更なる効率化や事業構造転換を推進するとともに、海外市

場でも堅調に推移するパッケージング用紙や家庭紙への投資やエネルギー事業・新素材事業等の新分野への取り

組みを強化しつつあります。

紙パ関連業界を品種別にみますと、印刷用紙は、広告宣伝用途の需要が前期に急激に落ち込んだ塗工紙を中心に

回復の動きをみせたものの、前々期と比較すると大幅な減少となりました。情報用紙は、テレワークの定着等に

よりオフィス向け需要の減少が続きました。板紙は、回復が続く工業用向けや通販向けは堅調に推移し、土産物

向けや化粧品・医薬品向け等も回復の兆しが見え、前期の落ち込みからは回復し、前々期の需要に迫りました。

また、化成品は、コロナ禍による行動制限により家庭向け食品用途は増加しましたが、業務用向けの低迷によ

り、前期並みとなりました。

当社グループにおきましては、印刷用紙・特殊紙・情報用紙・パッケージ・化成品の５分野の連携を強化し、コ

ロナ禍による事業環境の変化と、社会情勢による需要構造の変化に対応すべく、企業価値の向上と事業効率化に

取り組みました。

この結果、当連結会計年度の業績は、売上高231,237百万円、経常利益5,625百万円(前期比16.1％増）、親会社

株主に帰属する当期純利益は3,883百万円（同18.6％増）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を適用し、売上高が、13,824百万円減少しております。

このため、当連結会計年度の売上高の対前期増減率は記載しておりません。

当社グループのセグメント別の状況は次のとおりであります。

〔紙・板紙・化成品等卸売関連事業〕

紙・板紙・化成品等卸売関連事業におきましては、紙の国内向けは前期の急激な落ち込みからの反動により増加

したものの、回復は限定的なものとなり、前々期からは下回りました。海外向けは、国内品の東南アジア向け需

要が高まり増加しました。板紙の国内向けは経済活動制限の緩和により前期から増加し、海外向けも前期に増販

した白板紙が堅調に推移したことにより、増加しました。化成品は、食品用途向けが伸長したことに加え、原油

価格上昇等による販売価格改定により、増加しました。

この結果、紙・板紙・化成品等卸売関連事業の売上高は223,030百万円、営業利益は3,176百万円となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用による売上高の減少は、13,671百万円になります。
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〔紙加工等関連事業〕

紙加工等関連事業におきましては、段ボール製造子会社の製造販売が順調に推移したことにより、売上高が増加

しました。

経費面では固定費等の削減により利益確保に努めました。

この結果、紙加工等関連事業の売上高は5,861百万円、営業利益は42百万円となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用による売上高の減少は、153百万円になります。

〔不動産賃貸関連事業〕

不動産賃貸関連事業におきましては、所有不動産の有効活用及び維持管理に努めてまいりました。

この結果、不動産賃貸関連事業の売上高は2,317百万円、営業利益は1,432百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度の総資産は、売上債権等の増加により前連結会計年度と比べ4,317百万円増加し、153,565百万円

となりました。

総負債は仕入債務等の増加により前連結会計年度と比べ1,864百万円増加し、85,546百万円となりました。

また、純資産は親会社株主に帰属する当期純利益等の増加により前連結会計年度と比べ2,452百万円増加し、

68,018百万円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物の期末残高は前連結会計年度末に比べ、残高が3,145百万円減少し、

6,657百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは1,504百万円の獲得となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益の

計上によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは2,001百万円の使用となりました。これは主に、有価証券及び投資有価証券

の取得によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは2,734百万円の使用となりました。これは主に、借入金の返済によるもので

あります。

（４）今後の見通し

当社グループを取り巻く事業環境につきましては、印刷用紙を中心としたグラフィック用紙は、少子高齢化や電

子媒体へのシフト等の構造的な要因により、需要の減少が続くと予想されます。一方、パッケージング用紙は、

省包装・簡易包装化等の包装様式の変化による減少はあるものの、経済活動の制限緩和による回復と通販向けや

食品等の生活資材向けを中心とする堅調な需要により、伸長することが予想されます。

このような環境下、当社は来期を初年度とする第６次中期３ヶ年計画を策定いたしました。「Ｇｒｏｗｔｈ　２

０２４」―ＳＰＰグループ総合力の発揮による市場開拓と用途・商材開発への挑戦―をテーマに掲げ、紙・板

紙・化成品市場において進行する需要構造の変化やコロナ禍による社会環境の変化に対応すべく、ＳＰＰグルー

プ総合力を駆使して持続的な成長を目指してまいります。

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、資源価格の高騰や供給の制約

に加え、ウクライナ情勢の悪化により不透明な状況が続くものと思われますが、当社グループは、グループ経営

資源の活性化により需要構造の変化に対応した先進性ある事業活動を推進するとともに、経費の削減に積極的に

取り組み、安定した収益基盤の確立を目指してまいります。

2023年３月期の連結会計年度の業績につきましては、売上高238,000百万円、営業利益4,800百万円、経常利益

5,500百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は3,900百万円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、機動的な配当政策を行うため、取締役会の決議により剰余金の配当等を決定できる旨を定款に定めてお

ります。

剰余金の配当等につきましては、企業価値の最大化を念頭に、健全な財務体質の維持及び積極的な事業展開に備

えるための内部留保の充実等を勘案しつつ、収益状況に応じた利益還元を行うことを基本方針としており、単年

度の業績に左右されない安定した配当を継続する方針であります。

上記の方針に基づき、当期の期末配当につきましては、2022年５月24日開催の取締役会において、１株当たり５

円と決定させていただきました。（効力発生日：2022年６月23日）

この結果、当期の年間配当金は、中間配当金５円とあわせ、１株当たり10円となります。

なお、次期の１株当たり配当につきましては、中間５円、期末５円、年間10円を予定しております。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,151 7,023

受取手形及び売掛金 64,470 －

受取手形 － 9,460

電子記録債権 12,499 18,921

売掛金 － 52,263

有価証券 3,500 5,500

棚卸資産 6,486 8,613

その他 455 557

貸倒引当金 △236 △124

流動資産合計 97,328 102,215

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 30,984 30,810

減価償却累計額 △20,129 △20,454

建物及び構築物（純額） 10,854 10,355

機械装置及び運搬具 2,288 2,301

減価償却累計額 △1,732 △1,744

機械装置及び運搬具（純額） 555 556

土地 9,991 10,029

リース資産 1,016 1,051

減価償却累計額 △563 △609

リース資産（純額） 452 441

建設仮勘定 16 －

その他 956 951

減価償却累計額 △870 △863

その他（純額） 86 87

有形固定資産合計 21,957 21,471

無形固定資産

リース資産 15 39

その他 539 557

無形固定資産合計 555 597

投資その他の資産

投資有価証券 26,979 26,495

長期貸付金 341 515

繰延税金資産 152 177

退職給付に係る資産 1,709 1,860

その他 1,772 1,905

貸倒引当金 △1,548 △1,672

投資その他の資産合計 29,406 29,281

固定資産合計 51,919 51,350

繰延資産

社債発行費 1 －

繰延資産合計 1 －

資産合計 149,248 153,565

２．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 65,803 68,963

短期借入金 4,173 4,662

１年内償還予定の社債 500 －

リース債務 123 107

未払法人税等 784 978

賞与引当金 476 488

その他 1,432 1,273

流動負債合計 73,293 76,474

固定負債

長期借入金 3,116 1,597

リース債務 222 207

繰延税金負債 4,432 4,595

役員退職慰労引当金 180 203

関係会社事業損失引当金 413 445

退職給付に係る負債 22 22

長期預り保証金 1,965 1,971

その他 35 28

固定負債合計 10,388 9,072

負債合計 83,682 85,546

純資産の部

株主資本

資本金 3,228 3,228

資本剰余金 1,853 1,853

利益剰余金 53,987 57,111

自己株式 △1,476 △1,663

株主資本合計 57,592 60,530

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,739 7,323

繰延ヘッジ損益 △1 △0

為替換算調整勘定 159 144

退職給付に係る調整累計額 13 △48

その他の包括利益累計額合計 7,910 7,417

非支配株主持分 63 70

純資産合計 65,566 68,018

負債純資産合計 149,248 153,565
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 230,406 231,237

売上原価 216,594 216,902

売上総利益 13,811 14,335

販売費及び一般管理費

運賃及び倉庫料 1,764 1,552

給料及び手当 4,017 4,068

賞与引当金繰入額 476 488

役員退職慰労引当金繰入額 41 48

退職給付費用 205 117

貸倒引当金繰入額 △168 0

その他 3,286 3,392

販売費及び一般管理費合計 9,624 9,668

営業利益 4,187 4,666

営業外収益

受取利息 14 16

受取配当金 571 599

持分法による投資利益 41 14

為替差益 25 292

その他 177 176

営業外収益合計 830 1,099

営業外費用

支払利息 77 64

売上割引 84 70

その他 8 6

営業外費用合計 171 141

経常利益 4,846 5,625

特別利益

固定資産売却益 1 747

投資有価証券売却益 19 24

貸倒引当金戻入額 371 －

その他 31 28

特別利益合計 423 800

特別損失

固定資産除却損 5 2

投資有価証券評価損 154 601

減損損失 127 －

関係会社事業損失引当金繰入額 356 －

その他 2 2

特別損失合計 647 606

税金等調整前当期純利益 4,621 5,819

法人税、住民税及び事業税 1,326 1,620

法人税等調整額 19 307

法人税等合計 1,345 1,928

当期純利益 3,276 3,890

非支配株主に帰属する当期純利益 1 6

親会社株主に帰属する当期純利益 3,275 3,883

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 3,276 3,890

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,153 △399

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 5 △32

退職給付に係る調整額 137 △62

持分法適用会社に対する持分相当額 45 2

その他の包括利益合計 2,341 △492

包括利益 5,617 3,397

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,616 3,390

非支配株主に係る包括利益 1 7

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,228 1,857 51,474 △1,475 55,084

当期変動額

剰余金の配当 △761 △761

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,275 3,275

連結範囲の変動 △1 △1

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 0 0

連結子会社株式の取得
による持分の増減

△3 △3

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － △3 2,512 △1 2,507

当期末残高 3,228 1,853 53,987 △1,476 57,592

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計

その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 5,542 △0 151 △123 5,569 64 60,718

当期変動額

剰余金の配当 △761

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,275

連結範囲の変動 △1

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 0

連結子会社株式の取得
による持分の増減

△4 △8

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

2,196 △0 8 137 2,341 3 2,344

当期変動額合計 2,196 △0 8 137 2,341 △1 4,847

当期末残高 7,739 △1 159 13 7,910 63 65,566

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,228 1,853 53,987 △1,476 57,592

当期変動額

剰余金の配当 △758 △758

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,883 3,883

自己株式の取得 △186 △186

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 3,124 △186 2,937

当期末残高 3,228 1,853 57,111 △1,663 60,530

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計

その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 7,739 △1 159 13 7,910 63 65,566

当期変動額

剰余金の配当 △758

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,883

自己株式の取得 △186

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△416 0 △15 △62 △493 7 △485

当期変動額合計 △416 0 △15 △62 △493 7 2,452

当期末残高 7,323 △0 144 △48 7,417 70 68,018

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日

　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 4,621 5,819

減価償却費 880 876

減損損失 127 －

のれん償却額 20 50

貸倒引当金の増減額（△は減少） △623 △157

賞与引当金の増減額（△は減少） △44 6

関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少） 368 32

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △26 22

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2 △1

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △152 △241

受取利息及び受取配当金 △585 △615

支払利息 77 64

為替差損益（△は益） △1 △44

持分法による投資損益（△は益） △41 △14

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △747

有形固定資産除却損 5 2

投資有価証券売却損益（△は益） △19 △24

投資有価証券評価損益（△は益） 154 601

売上債権の増減額（△は増加） 5,166 △3,312

棚卸資産の増減額（△は増加） 901 △2,021

仕入債務の増減額（△は減少） △3,066 2,165

未払消費税等の増減額（△は減少） △13 △250

その他 △92 163

小計 7,653 2,372

利息及び配当金の受取額 593 624

利息の支払額 △75 △64

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,575 △1,428

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,596 1,504

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 11

有形固定資産の取得による支出 △869 △273

有形固定資産の売却による収入 1 771

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △4,036 △3,650

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 27 28

有価証券の償還による収入 － 1,000

貸付けによる支出 △25 △15

貸付金の回収による収入 231 86

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △2 15

その他 △376 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,050 △2,001

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 62 259

長期借入れによる収入 391 143

長期借入金の返済による支出 △1,036 △1,560

社債の償還による支出 － △500

自己株式の取得による支出 △1 △186

配当金の支払額 △761 △758

その他 △198 △130

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,543 △2,734

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 87

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6 △3,144

現金及び現金同等物の期首残高 9,798 9,802

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 10 －

現金及び現金同等物の期末残高 9,802 6,657

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

これにより、当社グループが代理人として商品の販売に関与している一部の取引について、純額で収益を認識す

る方法に変更しております。

また、請求済未出荷契約について、物理的占有を移転し、支配が顧客に移転した時点で収益を認識する方法に変

更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

ります。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取

扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当

連結会計年度より「受取手形」及び「売掛金」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基準第89-２

項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりませ

ん。

この結果、当連結会計年度の売上高は13,824百万円減少し、売上原価は13,728百万円減少し、販売費及び一般管

理費は85百万円減少しております。また、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ9百万円

減少しております。

なお、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる連結財務諸表に与える影響はあり

ません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

世界的な新型コロナウイルス感染症拡大の影響は引き続き不透明ではありますが、当社グループでは現時点で入

手可能な情報を踏まえ、一定期間にわたり当該影響が継続する仮定のもと、繰延税金資産の回収可能性等の会計

上の見積りを行っております。

なお、新型コロナウイルス感染症の影響は不確実性が高いため、上記仮定に変化が生じた場合には、今後の財政

状態・経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

当社グループは、紙、板紙、化成品、機械、パルプ、その他紙関連物資の販売を主要業務としており、

他に紙加工業、及び不動産の賃貸・管理等の事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、商品及び役務の内容の別にセグメントが構成されており「紙・板紙・化

成品等卸売関連事業」、「紙加工等関連事業」及び「不動産賃貸関連事業」の３つを報告セグメントと

しております。

各報告セグメントの事業内容は次のとおりであります。

(1）紙・板紙・化成品等卸売関連事業 …… 紙、板紙、化成品、機械、パルプ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　    その他紙関連物資の販売・流通

(2）紙加工等関連事業 ……………………… 紙加工品の製造販売

(3）不動産賃貸関連事業 …………………… 不動産の賃貸・管理

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額

（注２）

連結
財務諸表
計上額

紙・板紙・
化成品等

卸売
関連事業

紙加工等
関連事業

不動産賃貸
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 223,480 4,606 2,290 230,378 28 230,406 － 230,406

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,158 114 257 2,530 － 2,530 △2,530 －

計 225,639 4,721 2,548 232,908 28 232,936 △2,530 230,406

セグメント利益又は損失

（△）
2,893 △10 1,290 4,172 14 4,187 － 4,187

セグメント資産 131,732 4,575 14,445 150,753 368 151,122 △1,873 149,248

その他の項目

減価償却費 318 130 422 870 9 880 － 880

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
194 811 298 1,305 － 1,305 － 1,305

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額

（注２）

連結
財務諸表
計上額

紙・板紙・
化成品等

卸売
関連事業

紙加工等
関連事業

不動産賃貸
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 223,030 5,861 2,317 231,209 28 231,237 － 231,237

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,702 127 284 3,114 － 3,114 △3,114 －

計 225,733 5,988 2,601 234,323 28 234,351 △3,114 231,237

セグメント利益 3,176 42 1,432 4,651 14 4,666 － 4,666

セグメント資産 136,526 4,770 13,903 155,201 359 155,561 △1,995 153,565

その他の項目

減価償却費 290 162 413 866 9 876 － 876

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
332 111 70 514 － 514 － 514

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2020年４月１日　至2021年３月31日）

(注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電事業であ

ります。

２　調整額は、セグメント間取引の相殺消去であります。

当連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）

(注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電事業であ

ります。

２　調整額は、セグメント間取引の相殺消去であります。

- 13 -

新生紙パルプ商事株式会社　2022年３月期　決算短信



(単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）

全社・消去 合計紙・板紙・
化成品等卸売

関連事業

紙加工等
関連事業

不動産賃貸
関連事業

減損損失 － － － 127 － 127

【関連情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、

記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％を超える相手先がないため、記載を省略

しております。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、

記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％を超える相手先がないため、記載を省略

しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

(注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電

事業であります。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

該当事項はありません。
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(単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）

全社・消去 合計紙・板紙・
化成品等卸売

関連事業

紙加工等
関連事業

不動産賃貸
関連事業

当期償却額 － 20 － － － 20

当期末残高 － 180 － － － 180

(単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）

全社・消去 合計紙・板紙・
化成品等卸売

関連事業

紙加工等
関連事業

不動産賃貸
関連事業

当期償却額 10 40 － － － 50

当期末残高 90 140 － － － 230

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

(注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電
事業であります。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

(注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電
事業であります。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

該当事項はありません。

前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 　860.58円 897.95円

１株当たり当期純利益金額 　43.03円 51.25円

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万円） 3,275 3,883

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万円）
3,275 3,883

普通株式の期中平均株式数（千株） 76,115 75,767

（１株当たり情報）

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,822 3,996

受取手形 10,116 8,689

電子記録債権 16,576 18,649

売掛金 48,879 51,443

有価証券 3,500 5,500

商品 5,967 7,547

前払費用 99 108

その他 834 927

貸倒引当金 △1,181 △985

流動資産合計 92,614 95,876

固定資産

有形固定資産

建物 9,099 8,759

建物附属設備 1,091 968

構築物 103 94

機械及び装置 89 81

車両運搬具 0 0

工具、器具及び備品 72 74

土地 10,182 10,220

リース資産 357 321

建設仮勘定 16 －

有形固定資産合計 21,012 20,520

無形固定資産

借地権 82 82

ソフトウエア 207 184

その他 38 38

無形固定資産合計 328 305

投資その他の資産

投資有価証券 25,342 24,825

関係会社株式 339 349

出資金 53 59

関係会社出資金 75 75

破産更生債権等 71 50

前払年金費用 1,689 1,930

その他 966 1,093

貸倒引当金 △438 △429

投資その他の資産合計 28,099 27,955

固定資産合計 49,441 48,781

繰延資産

社債発行費 1 －

繰延資産合計 1 －

資産合計 142,057 144,658

３．個別財務諸表

（１）貸借対照表
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 6,369 6,906

買掛金 56,851 58,516

短期借入金 3,008 2,892

１年内返済予定の長期借入金 1,430 1,600

１年内償還予定の社債 500 －

リース債務 85 66

未払金 640 650

未払費用 2 2

未払法人税等 769 931

前受金 28 52

預り金 153 190

前受収益 131 132

賞与引当金 392 384

その他 294 4

流動負債合計 70,657 72,331

固定負債

長期借入金 2,630 1,030

リース債務 153 132

繰延税金負債 4,453 4,623

役員退職慰労引当金 165 182

関係会社事業損失引当金 734 816

長期預り保証金 1,949 1,953

その他 28 23

固定負債合計 10,115 8,761

負債合計 80,772 81,092

純資産の部

株主資本

資本金 3,228 3,228

資本剰余金

資本準備金 1,848 1,848

資本剰余金合計 1,848 1,848

利益剰余金

利益準備金 809 809

その他利益剰余金

退職積立金 520 520

配当準備積立金 660 660

固定資産圧縮積立金 4,818 4,758

固定資産圧縮特別勘定積立金 － 412

別途積立金 23,350 23,350

繰越利益剰余金 20,076 22,590

利益剰余金合計 50,234 53,100

自己株式 △1,476 △1,663

株主資本合計 53,834 56,514

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,451 7,052

繰延ヘッジ損益 △1 △0

評価・換算差額等合計 7,450 7,051

純資産合計 61,284 63,566

負債純資産合計 142,057 144,658
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当事業年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高

商品売上高 220,389 218,702

賃貸収入 2,548 2,601

その他の営業収益 62 252

売上高合計 223,001 221,556

売上原価

商品売上原価 208,261 206,517

賃貸原価 1,258 1,168

売上原価合計 209,520 207,686

売上総利益 13,481 13,870

販売費及び一般管理費 9,420 9,436

営業利益 4,061 4,433

営業外収益

受取利息及び受取配当金 607 636

為替差益 1 267

その他 102 96

営業外収益合計 711 1,000

営業外費用

支払利息 69 54

売上割引 82 68

その他 4 3

営業外費用合計 157 126

経常利益 4,615 5,308

特別利益

固定資産売却益 － 742

投資有価証券売却益 19 24

子会社清算益 103 －

貸倒引当金戻入額 371 －

その他 0 28

特別利益合計 493 795

特別損失

固定資産除却損 5 0

減損損失 201 －

投資有価証券評価損 0 601

関係会社株式評価損 247 0

関係会社事業損失引当金繰入額 356 －

その他 2 1

特別損失合計 814 603

税引前当期純利益 4,294 5,501

法人税、住民税及び事業税 1,305 1,563

法人税等調整額 9 312

法人税等合計 1,314 1,875

当期純利益 2,980 3,625

（２）損益計算書
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益

剰余金
合計退職

積立金
配当準備
積立金

固定資産
圧縮

積立金

固定資産
圧縮

特別勘定
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 3,228 1,848 1,848 809 520 660 4,862 35 23,350 17,777 48,015

当期変動額

剰余金の配当 △761 △761

固定資産圧縮積立金の積立 35 △35 －

固定資産圧縮積立金の取崩 △79 79 －

固定資産圧縮特別勘定
積立金の取崩

△35 35 －

当期純利益 2,980 2,980

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － － － △44 △35 － 2,298 2,218

当期末残高 3,228 1,848 1,848 809 520 660 4,818 － 23,350 20,076 50,234

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
評価・換算差額等

合計

当期首残高 △1,475 51,616 5,311 △0 5,311 56,927

当期変動額

剰余金の配当 △761 △761

固定資産圧縮積立金の積立 － －

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

固定資産圧縮特別勘定
積立金の取崩

－ －

当期純利益 2,980 2,980

自己株式の取得 △1 △1 △1

自己株式の処分 0 0 0

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

2,139 △0 2,138 2,138

当期変動額合計 △1 2,217 2,139 △0 2,138 4,356

当期末残高 △1,476 53,834 7,451 △1 7,450 61,284

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益

剰余金
合計退職

積立金
配当準備
積立金

固定資産
圧縮

積立金

固定資産
圧縮

特別勘定
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 3,228 1,848 1,848 809 520 660 4,818 － 23,350 20,076 50,234

当期変動額

剰余金の配当 △758 △758

固定資産圧縮積立金の積立 19 △19 －

固定資産圧縮積立金の取崩 △79 79 －

固定資産圧縮特別勘定積立
金の積立

412 △412 －

当期純利益 3,625 3,625

自己株式の取得

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － － － △59 412 － 2,514 2,866

当期末残高 3,228 1,848 1,848 809 520 660 4,758 412 23,350 22,590 53,100

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
評価・換算差額等

合計

当期首残高 △1,476 53,834 7,451 △1 7,450 61,284

当期変動額

剰余金の配当 △758 △758

固定資産圧縮積立金の積立 － －

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

固定資産圧縮特別勘定積立
金の積立

－ －

当期純利益 3,625 3,625

自己株式の取得 △186 △186 △186

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△398 0 △398 △398

当期変動額合計 △186 2,679 △398 0 △398 2,281

当期末残高 △1,663 56,514 7,052 △0 7,051 63,566

当事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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